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篇
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一
問
題
の
所
在

（1）

近
年
詩
経
研
究
に
お
い
て
は
、
『
詩
』
の
本
文
そ
の
も
の
の
研
究
が
中
心

（2）

で
あ
り
、
『
毛
侍
』
は
単
に
そ
の
一
往
と
し
て
『
詩
経
』
を
読
む
た
め
の
二

次
的
・
傍
系
的
な
も
の
と
し
て
の
取
扱
い
し
か
受
け
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
『
毛
傳
』
が
い
か
な
る
必
然
性
に
よ
り
、
い
か
な
る
人
々
に
よ
っ
て
、

な
ん
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
い
た
っ
て
は
、
一
部
の
例
外

を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
研
究
の
対
象
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

『
毛
停
』
の
訓
話
態
度
に
つ
い
て
、
筆
者
は
す
で
に
拙
論
「
「
王
事
靡
監
」

（3）

解
釈
か
ら
見
た
『
毛
傳
』
の
訓
話
態
度
」
に
お
い
て
、
「
王
事
靡
監
」
と
い

う
句
に
注
目
し
て
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
「
王
事
靡
監
」
に
つ
い
て
漠
代
通

や
な

行
の
解
釈
は
「
王
事
監
む
こ
と
靡
し
」
と
読
み
、
「
戦
役
が
終
息
し
な
い
」

と
い
う
事
実
を
直
叙
す
る
意
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
毛
傳
』
は
宣

帝
期
の
政
治
的
背
景
、
具
体
的
に
は
塞
外
民
族
に
そ
な
え
て
辺
境
駐
屯
の
守

備
兵
の
維
持
に
膨
大
な
出
費
を
強
い
ら
れ
た
と
い
う
政
治
的
背
景
の
た
め
、

か

た

な

「
王
事
登
き
こ
と
靡
し
」
と
読
み
、
「
王
命
に
よ
る
戦
役
は
な
い
が
し
ろ
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
政
治
的
に
解
釈
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し

（4）

た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
『
毛
傳
』
が
所
謂
訓
読
学
的
な
立

場
に
立
っ
て
い
る
と
す
る
説
は
当
然
成
立
せ
ず
、
『
毛
博
』
は
あ
る
種
の
主

張
し
か
も
政
治
的
立
場
の
そ
れ
に
立
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
『
毛
傳
』
が
『
詩
経
』
解
釈
に
つ
い
て
い
か
な
る
価
値

観
に
た
っ
て
い
る
か
を
、
さ
ら
に
北
風
旄
丘
篇
の
検
討
を
も
と
に
考
察
し
て

み
る
。

二
旄
丘
烏
の
原
義

旗
丘
篇
は
、

第
一
章
旄
丘
之
葛
今
、
何
誕
之
節
今
、
叔
今
伯
今
、
何
多
目
也
、

第
二
章
何
其
鹿
也
、
必
有
輿
也
、
何
其
久
也
、
必
有
以
也
、

第
三
章
狐
蛮
蒙
戎
、
匪
車
不
束
、
叔
今
伯
今
、
靡
所
輿
同
、

第
四
章
項
今
尾
骨
、
流
離
之
子
、
叔
今
伯
今
、
襲
如
充
耳
、

と
、
四
章
十
六
旬
か
ら
な
る
詩
で
あ
る
。
『
毛
停
』
は
こ
の
詩
の
冒
頭
の
二
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薮
 
と
述
べ
、
草
の
興
詞
が
「
思
慕
ま
た
は
歓
待
」
を
表
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
 
 

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
 
 

（
8
）
 
 
 
 
ま
た
、
白
川
静
は
「
詩
経
国
風
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
 
 

み
 
 
 
 
 
び
え
る
さ
ま
、
ま
た
そ
れ
ら
を
「
曙
る
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
が
、
費
想
と
し
て
 
 

詩
篇
に
は
、
草
木
の
茂
る
さ
ま
、
水
流
の
さ
か
ん
な
る
さ
ま
、
青
山
、
高
山
の
そ
 
 

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
自
然
の
姿
を
鮎
出
す
る
こ
と
は
、
た
ん
 
 

な
る
気
分
象
徴
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
魂
振
り
的
に
、
そ
れ
を
歌
う
こ
 
 

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
自
然
の
さ
か
ん
な
る
生
命
力
を
移
入
し
、
受
容
す
る
こ
と
が
 
 

で
き
る
と
す
る
古
代
的
な
観
念
を
、
背
景
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
種
の
呪
的
自
 
 

然
観
で
あ
る
。
 
 

と
、
草
を
含
む
一
般
的
な
興
詞
の
性
格
を
古
代
の
宗
教
意
識
と
の
関
係
か
ら
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句
「
族
丘
之
葛
骨
、
何
誕
之
節
骨
、
」
を
、
「
興
野
と
し
て
い
る
。
葛
を
呪
 
 

物
と
す
る
草
の
輿
詞
で
あ
る
。
近
年
の
 
『
詩
経
』
本
文
の
類
型
化
お
よ
び
そ
 
 

（
6
）
 
 

の
比
較
に
よ
る
原
義
研
究
に
よ
れ
ば
、
輿
詞
に
詠
ま
れ
る
動
物
・
植
物
・
天
 
 

地
山
川
・
あ
る
行
為
等
の
対
象
は
本
来
呪
物
で
あ
り
、
こ
の
呪
物
の
呪
力
性
 
 

が
『
詩
経
』
 
の
意
味
を
規
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
施
丘
篇
 
 

の
原
義
的
辞
意
も
草
（
こ
の
場
合
は
葛
）
 
の
有
す
る
呪
力
性
に
そ
の
内
容
・
 
 

意
味
を
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
『
詩
経
』
中
で
草
を
呪
物
と
し
て
有
す
る
興
詞
は
ど
の
よ
う
 
 

な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
赤
塚
息
は
「
古
代
 
 

（
7
）
 
 

に
お
け
る
歌
舞
の
辞
の
系
譜
」
 
に
お
い
て
、
 
 

例
え
ば
、
『
詩
経
』
の
中
に
見
る
最
も
顕
著
な
輿
物
は
、
草
・
木
・
鳥
・
風
・
雨
・
 
 
 

車
馬
等
で
あ
る
が
、
草
は
思
慕
ま
た
は
歓
待
に
輿
ぜ
ら
れ
て
恋
愛
ま
た
は
饗
宴
の
 
 
 

場
合
に
使
用
さ
れ
、
…
 
 

説
明
し
、
さ
ら
に
施
丘
篇
の
解
説
部
分
で
、
 
 

草
木
が
生
い
茂
る
と
い
う
馨
想
は
祝
額
の
気
分
を
も
ち
、
鳥
の
鳴
き
声
は
祭
事
詩
 
 

（
9
）
 
 
 
の
馨
想
に
多
く
用
い
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
は
蹄
寧
の
檀
の
背
景
を
構
成
す
る
。
 
 
 

と
述
べ
て
、
草
の
興
詞
は
本
来
「
祝
項
」
の
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
述
 
 

べ
て
い
る
。
 
 

（
1
0
）
 
 
ま
た
境
武
男
は
、
周
商
標
木
篇
の
付
説
「
君
子
祝
額
と
草
木
の
興
」
の
部
 
 

分
に
お
い
て
、
 
 

君
子
に
対
す
る
祝
項
の
詞
を
、
ま
ず
「
南
有
榎
木
」
と
歌
い
起
し
て
畳
詠
す
る
。
 
 
 

と
、
や
は
り
草
の
輿
詞
が
「
祝
項
」
の
意
味
を
表
す
こ
と
を
述
べ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
日
加
田
恥
は
釆
葛
篇
の
解
説
部
分
で
、
 
 

恐
ら
く
草
摘
み
歌
の
形
で
あ
ら
う
。
多
く
の
場
合
人
を
偲
ぶ
心
持
ち
を
詠
ひ
起
す
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 

と
、
や
は
り
草
の
輿
詞
が
「
思
慕
」
の
意
味
を
表
す
こ
と
を
述
べ
る
。
以
上
 
 

概
観
す
る
と
こ
ろ
、
草
は
「
思
慕
・
歓
待
・
祝
項
」
を
表
す
呪
物
と
し
て
『
詩
 
 

経
』
 
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

さ
て
そ
れ
で
は
、
族
丘
篇
に
見
え
る
輿
詞
「
施
丘
之
葛
今
、
何
誕
之
節
今
」
 
 

の
中
の
呪
物
「
葛
」
は
、
『
詩
経
』
中
に
あ
っ
て
他
の
草
の
輿
詞
の
呪
物
と
 
 

同
様
に
上
述
し
た
よ
う
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
葛
」
は
、
 
 

『
詩
経
』
中
に
は
周
南
葛
軍
篇
、
同
穆
木
篇
、
雅
風
施
丘
篇
、
王
風
葛
高
篇
 
 

同
釆
葛
篇
、
唐
風
葛
生
篇
、
大
雅
文
王
之
什
早
麓
篇
、
七
篇
に
わ
た
り
十
三
 
 
 
 
 
（
1
2
）
 
 

見
す
る
。
 
 
 

こ
の
中
で
ま
ず
、
周
南
葛
軍
篇
は
、
 
 

ー 2 －   
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と
三
幸
十
人
句
か
ら
な
る
詩
で
あ
る
。
第
一
章
の
「
葛
之
宰
今
、
施
子
中
谷
 
 

椎
葉
妻
妾
第
二
章
の
 
「
葛
之
軍
今
、
施
子
中
谷
、
維
葉
莫
莫
、
」
に
「
葛
」
 
 

が
見
え
る
。
葛
専
篇
は
第
三
章
に
「
言
告
言
蹄
、
…
掃
寧
父
母
、
」
と
、
一
 
 

族
の
処
女
が
嫁
ぐ
こ
と
に
よ
り
そ
の
父
母
を
安
心
さ
せ
、
ひ
い
て
は
出
自
の
 
 

祖
霊
を
安
ん
ぜ
し
め
る
と
い
う
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
「
葛
」
 
 

は
嫁
ぎ
先
の
婿
た
る
若
者
に
対
す
る
思
慕
、
ま
た
婚
姻
を
許
可
し
て
く
れ
た
 
 

祖
霊
に
対
す
る
「
歓
待
・
祝
頒
」
を
表
す
呪
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

か
つ
る
い
 
 
 

つ
ぎ
に
、
王
風
葛
高
篇
は
、
 
 
 

○
葛
之
軍
今
、
 
 
 

施
干
中
谷
、
 
 
 

椎
葉
妻
妾
、
 
 
 

黄
鳥
干
飛
、
 
 
 

集
干
潅
木
、
 
 
 

其
鳴
噌
噛
、
 
 

○
葛
之
寧
今
、
 
 
 

施
子
中
谷
、
 
 
 

社
業
英
美
、
 
 
 

是
刈
是
漢
、
 
 
 

為
締
為
裕
、
 
 
 

服
之
無
数
、
 
 

○
言
告
師
氏
、
 
 
 

言
告
言
掃
、
 
 
 

薄
汗
我
私
、
 
 
 

薄
瀞
我
衣
、
 
 
 

害
辞
書
否
、
 
 
 

蹄
寧
父
母
、
 
 

葛
の
専
び
て
、
 
 

中
谷
に
施
び
、
 
 

維
の
葉
妻
妾
た
り
、
 
 

〓
こ
 
 

黄
鳥
干
に
飛
び
、
 
 

港
木
に
集
い
、
 
 

其
の
鳴
く
や
噌
噂
た
り
、
 
 

葛
の
雫
び
て
、
 
 

中
谷
の
施
び
、
 
 

雄
の
葉
実
美
た
り
、
 
 

－
】
 
是
に
刈
り
是
に
護
る
、
 
 

稀
と
為
し
給
と
為
し
、
 
 

の   
の  

い
と
 
 

之
を
服
し
て
敬
う
こ
と
無
し
、
 
 

〓
こ
 
 

言
に
師
氏
に
告
げ
、
 
 

と
つ
 
 

〓
こ
 
 

言
に
告
げ
言
に
掃
が
ん
、
 
 

Y
－
 

す
す
 
 

薄
に
我
が
私
を
汗
が
ん
、
 
 

あ
ら
 
 

薄
に
我
が
衣
を
瀞
わ
ん
、
 
 

し
か
 
 

な
に
 
 

害
を
か
砕
い
害
を
か
否
せ
ざ
ら
ん
、
 
 

や
す
ん
 
 

と
つ
 
 

掃
ぎ
て
父
母
を
寧
ぜ
ん
、
 
 

（
1
3
）
 
白
川
静
は
、
「
見
知
ら
ぬ
他
人
の
中
で
く
ら
す
孤
濁
さ
を
歌
う
。
」
と
し
、
境
 
 

（
1
4
）
 
武
男
も
ほ
ぼ
同
様
に
、
こ
の
詩
は
「
生
家
を
は
な
れ
て
遠
く
嫁
い
だ
女
が
、
 
 

婚
家
の
者
か
ら
冷
た
く
さ
れ
る
悲
し
み
」
を
歌
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
葛
高
 
 

篇
は
各
章
の
後
半
四
句
が
嫁
い
だ
女
の
嘆
き
を
述
べ
て
お
り
、
白
川
説
・
境
 
 

説
よ
り
す
ば
、
「
踪
踪
葛
高
、
在
河
之
蔚
、
」
「
踪
踪
葛
高
、
在
河
之
挨
、
」
 
 

「
鯨
綜
葛
高
、
在
河
之
滑
、
」
は
嫁
ぎ
先
の
婿
た
る
若
者
或
い
は
父
母
兄
弟
 
 

に
対
す
る
思
慕
を
表
す
輿
詞
で
あ
り
、
「
葛
」
は
肉
親
に
対
す
る
「
思
慕
」
 
 

の
情
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 
 

○
轟
鯨
葛
轟
、
 
 

在
河
之
新
、
 
 

終
遠
兄
弟
、
 
 

請
他
人
父
、
 
 

謂
他
人
父
、
 
 

亦
莫
我
顧
、
 
 

○
綜
鯨
葛
高
、
 
 

在
河
之
挨
、
 
 

終
遠
兄
弟
、
 
 

謂
他
人
母
、
 
 

謂
他
人
母
、
 
 

亦
莫
我
有
、
 
 

○
鯨
轟
葛
孟
、
 
 

在
河
之
滑
、
 
 

終
遠
兄
弟
、
 
 

謂
他
人
昆
、
 
 

謂
他
人
昆
、
 
 

亦
莫
我
聞
、
 
 

と
、
畳
詠
形
式
か
ら
な
 
 
 

鯨
鯨
た
る
葛
藷
は
、
 
 

は
と
り
 
 
 

河
の
常
に
在
り
、
 
 
 

終
に
兄
弟
に
遠
ざ
か
り
、
 
 
 

他
人
を
父
と
請
う
、
 
 
 

他
人
を
父
と
請
う
も
、
 
 
 

亦
た
我
を
顧
み
る
莫
し
、
 
 
 

鍛
練
た
る
葛
蕗
は
、
 
 

ほ
と
り
 
 

河
の
挨
に
在
り
、
 
 
 

終
に
兄
弟
に
遠
ざ
か
り
、
 
 
 

他
人
を
母
と
謂
う
、
 
 
 

他
人
を
母
と
請
う
も
、
 
 

し
た
 
 
亦
た
我
に
有
し
む
美
し
、
 
 
 

諒
解
た
る
葛
高
は
、
 
 

み
ぎ
わ
 
 
 

河
の
滑
に
在
り
、
 
 
 

終
に
兄
弟
に
遠
ざ
か
り
、
 
 
 

他
人
を
昆
と
謂
う
、
 
 
 

他
人
を
昆
と
請
う
も
、
 
 
 

亦
た
我
を
開
く
美
し
、
 
 

る
三
幸
十
八
句
の
詩
で
あ
る
。
こ
の
辞
意
に
つ
い
て
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薮
 
し
て
い
る
こ
と
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
明
白
で
あ
ろ
う
。
 
 

最
後
に
、
唐
風
葛
生
篇
は
、
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と
、
畳
詠
形
式
か
ら
な
る
三
幸
九
句
か
ら
な
る
詩
で
、
採
る
草
と
期
日
が
三
 
 

度
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
彼
釆
葛
今
、
」
「
彼
釆
粛
今
、
」
「
彼
釆
文
今
、
」
 
 

が
思
う
人
を
思
慕
す
る
輿
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
「
葛
」
も
思
慕
を
表
 
 

つ
ぎ
に
、
王
風
釆
葛
篇
は
、
 
 

○
葛
生
蒙
楚
、
 
 
 

薮
妻
子
野
、
 
 
 

予
美
亡
此
、
 
 
 

誰
輿
濁
鹿
、
 
 

○
葛
生
蒙
棟
、
 
 
 

薮
妻
子
域
、
 
 
 

予
美
亡
此
、
 
 
 

誰
輿
猪
息
、
 
 

○
角
枕
粂
骨
、
 
 
 

錦
会
欄
骨
、
 
 

○
彼
釆
葛
今
、
 
 

一
日
不
見
、
 
 
 

如
三
月
今
、
 
 

○
彼
釆
粛
今
、
 
 

一
日
不
見
、
 
 
 

如
三
秋
今
、
 
 

○
彼
釆
文
今
、
 
 

一
日
不
見
、
 
 
 

如
三
歳
今
、
 
 

の  

葛
狙
え
て
楚
を
蒙
い
、
 
 
 

薮
は
野
に
蔓
ぶ
、
 
 

予
が
芙
き
ひ
と
は
此
に
亡
く
 
 

た
そ
 
 

誰
だ
興
れ
濁
り
慮
る
、
 
 

葛
生
え
て
棟
を
蒙
い
、
 
 

薮
は
域
に
蔓
ぶ
、
 
 

予
が
美
き
ひ
と
は
此
に
亡
く
 
 

た
そ
 

や
す
 
 

誰
だ
興
れ
濁
り
息
ら
う
、
 
 

角
枕
粂
た
り
、
 
 

錦
余
欄
た
り
、
 
 

彼
の
葛
を
乗
る
、
 
 

一
日
見
ざ
れ
ば
、
 
 

≡
月
の
ご
と
し
、
 
 

彼
の
粛
を
来
る
、
 
 

一
日
見
ざ
れ
ば
、
 
 

三
秋
の
ご
と
し
、
 
 

彼
の
文
を
来
る
、
 
 

一
日
見
ざ
れ
ば
、
 
 

三
歳
の
ご
と
し
、
 
 
 

（
ほ
）
（
1
6
）
 
と
五
章
二
十
句
の
詩
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
白
川
静
、
境
武
男
は
共
に
「
悼
 
 

亡
の
歌
」
と
し
て
妻
が
夫
の
死
を
墓
前
で
悲
哀
し
て
歌
っ
た
詩
と
考
え
、
一
 
 

（
け
）
 
方
赤
塚
忠
は
「
『
若
草
の
』
と
い
う
枕
詞
と
八
千
矛
神
の
妻
寛
ぎ
の
歌
問
答
」
 
 

に
お
い
て
、
「
野
に
蔓
り
生
え
て
い
る
葛
や
薮
を
嫁
を
待
つ
妙
齢
の
女
た
ち
 
 

に
暗
に
愉
え
て
い
る
」
と
、
寝
室
に
お
い
て
結
婚
を
願
っ
て
い
る
女
性
が
歌
っ
 
 

た
詩
と
考
え
て
い
る
。
葛
生
篇
の
辞
意
が
「
悼
亡
」
か
「
空
閏
」
か
は
置
い
 
 

て
も
、
両
者
が
「
葛
」
を
男
性
（
死
ん
だ
夫
か
未
来
の
夫
）
を
慕
う
も
の
つ
 
 

ま
り
「
思
慕
」
を
表
す
呪
物
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
点
は
間
 
 

違
い
な
か
ろ
う
。
以
上
『
詩
経
』
中
に
も
ち
い
ら
れ
る
「
葛
」
を
呪
物
と
す
 
 

る
興
詩
は
、
異
性
・
血
族
・
祖
霊
に
対
す
る
思
慕
の
情
な
い
し
祝
項
を
表
し
 
 

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
了
解
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
施
 
 

丘
篇
の
原
義
的
解
釈
も
こ
の
「
葛
」
を
呪
物
と
す
る
輿
詩
の
担
う
意
味
内
で
 
 

解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
施
丘
編
は
『
詩
経
』
の
国
風
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
風
」
に
 
 

（
柑
）
 
関
し
て
は
赤
塚
忠
が
「
中
国
古
代
歌
謡
の
発
生
と
展
開
」
に
お
い
て
、
 
 

股
代
に
は
、
降
神
・
招
神
す
る
こ
と
を
一
般
に
凡
（
妨
、
宴
招
の
穿
も
同
じ
語
源
）
 
 

予
美
亡
此
、
 
 
 

誰
輿
濁
旦
、
 
 

○
夏
之
日
、
 
 
 

冬
之
夜
、
 
 
 

百
歳
之
後
、
 
 
 

玲
子
其
居
、
 
 

○
冬
之
夜
、
 
 
 

夏
之
日
、
 
 
 

百
歳
之
後
、
 
 
 

玲
子
其
室
、
 
 

あ  

予
が
美
き
ひ
と
は
此
に
亡
く
、
 
 
 

誰
だ
輿
れ
濁
り
旦
け
ん
、
 
 

夏
の
日
を
、
 
 

冬
の
夜
を
、
 
 

百
歳
の
後
、
 
 

其
の
居
に
掃
せ
ん
、
 
 

冬
の
夜
を
、
 
 

夏
の
日
を
、
 
 

百
歳
の
後
、
 
 

其
の
室
に
掃
せ
ん
、
 
 

ー 4 －   
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と
い
い
、
特
に
そ
の
儀
礼
を
考
凡
と
い
っ
て
い
た
。
「
風
」
は
こ
の
音
を
写
し
た
も
 
 
 

の
に
過
ぎ
な
い
。
凡
が
降
神
・
招
神
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
戦
国
時
代
以
後
は
殆
 
 
 

ど
忘
れ
去
ら
れ
た
が
、
同
音
の
般
に
、
般
遊
・
般
楽
な
ど
と
そ
の
引
伸
義
が
残
っ
 
 
 

て
い
る
。
般
遊
は
、
神
を
迎
え
そ
の
神
が
神
遊
び
す
る
こ
と
か
ら
、
般
楽
は
神
を
 
 
 

招
い
て
歌
舞
し
て
楽
し
む
辛
か
ら
き
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 
 
 

と
言
う
ご
と
く
、
本
来
基
本
的
に
は
降
神
・
招
神
歌
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
 
 

あ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
 
 
 

上
述
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
榔
風
施
丘
篇
の
原
義
を
考
え
て
み
る
。
施
丘
 
 

篇
は
、
 
 

○
族
丘
之
葛
今
、
何
誕
之
節
今
、
叔
今
伯
今
、
何
多
目
也
、
 
 
 

○
何
其
庭
也
、
必
有
輿
也
、
何
其
久
也
、
必
有
以
也
、
 
 
 

○
狐
裳
豪
戎
、
匪
車
不
束
、
叔
今
伯
今
、
靡
所
輿
同
、
 
 

○
鎖
骨
尾
骨
、
流
離
之
子
、
叔
今
伯
今
、
衷
如
充
耳
、
 
 
 

と
四
章
十
六
句
か
ら
な
る
詩
で
あ
る
。
ま
ず
詩
中
の
各
語
に
語
釈
す
る
。
 
 

「
施
丘
」
は
、
王
応
麟
が
言
う
ご
と
く
地
名
で
あ
ろ
う
。
「
葛
」
は
、
く
ず
、
 
 

か
ず
ら
の
こ
と
。
「
誕
」
は
、
周
南
葛
専
篇
の
「
零
」
と
同
じ
で
、
そ
の
『
毛
 
 

侍
』
が
言
う
ご
と
く
「
延
び
る
こ
と
」
。
「
叔
骨
伯
骨
」
は
、
鄭
風
邪
轟
今
篇
 
 

に
も
見
え
、
女
性
が
思
慕
す
る
男
性
に
呼
び
掛
け
す
る
時
の
常
套
句
。
「
輿
」
 
 

は
、
「
以
」
の
仮
借
字
で
「
因
（
原
因
）
」
の
意
。
「
以
」
は
、
「
故
」
の
意
で
 
 

理
由
の
こ
と
。
「
狐
裳
」
は
、
狐
の
皮
で
作
っ
た
か
わ
ご
ろ
も
、
秦
風
終
南
 
 

篇
「
君
子
至
止
、
錦
衣
狐
裳
、
」
を
参
照
。
「
蒙
戎
」
は
、
『
毛
博
』
が
い
う
 
 

ご
と
く
「
乱
れ
る
さ
ま
」
。
大
雅
板
篇
の
「
尤
茸
」
と
同
じ
。
「
車
」
は
、
小
 
 

雅
南
有
嘉
魚
之
什
釆
苫
篇
に
「
其
車
三
千
、
師
干
之
試
、
」
と
あ
る
ご
と
く
、
 
 

一
般
に
は
戦
車
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
旅
車
の
こ
と
。
「
匪
」
は
、
彼
 
 

の
仮
借
字
。
「
靡
所
輿
」
は
、
「
靡
所
以
」
と
同
じ
。
「
鎖
骨
尾
骨
」
は
、
聞
 
 

一
多
の
言
う
ご
と
く
鳥
の
「
サ
サ
」
と
い
う
鳴
き
声
。
「
流
離
」
は
、
『
毛
停
』
 
 

は
鳥
の
名
と
す
る
が
具
体
的
に
は
良
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ
の
「
流
 
 

離
」
は
文
字
通
り
家
郷
を
遠
く
経
れ
、
流
浪
す
る
意
と
解
し
て
も
十
分
通
ず
 
 

る
。
即
ち
流
浪
し
て
い
る
わ
が
思
う
人
と
言
う
意
味
が
掛
け
て
あ
る
の
か
も
 
 

し
れ
な
い
。
「
襲
如
」
「
充
耳
」
を
『
毛
俸
』
と
同
様
に
「
盛
服
」
の
意
で
あ
 
 

る
が
、
「
充
耳
」
は
特
に
耳
飾
り
の
り
つ
ば
な
こ
と
を
言
う
。
小
雅
魚
藻
之
 
 

什
都
人
士
篇
を
参
照
。
し
た
が
っ
て
、
雅
風
邪
施
丘
篇
の
原
義
は
、
 
 

○
施
丘
の
葛
は
、
ず
い
ぶ
ん
節
が
延
び
た
も
の
だ
。
叔
よ
伯
よ
、
な
ん
と
月
日
の
た
っ
 
 

て
し
ま
っ
た
こ
と
か
。
 
 
 

○
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
長
い
間
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
の
か
。
き
っ
と
原
因
が
有
る
 
 

の
だ
ろ
う
。
な
ん
で
久
し
い
間
来
な
い
の
か
。
き
っ
と
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
 
 
 

○
狐
の
か
わ
ご
ろ
も
は
乱
れ
破
れ
、
か
の
旅
車
は
東
に
帰
っ
て
来
な
い
。
叔
よ
伯
よ
、
 
 
 

ど
う
し
て
一
緒
に
い
て
く
れ
ぬ
の
か
。
（
早
く
帰
っ
て
き
て
下
さ
い
）
 
 
 

○
サ
サ
と
鳴
く
、
流
離
の
子
よ
、
叔
よ
伯
よ
、
り
つ
ば
な
耳
飾
り
。
（
か
く
も
立
派
 
 

な
我
が
殿
子
）
 
 
 

と
な
る
。
そ
し
て
、
「
葛
」
を
呪
物
と
す
る
輿
詩
は
、
異
性
・
血
族
・
祖
霊
に
 
 

対
す
る
「
思
慕
」
の
情
な
い
し
「
祝
額
」
を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
 
 

国
風
の
詩
は
基
本
的
に
は
降
神
・
招
神
歌
で
あ
る
こ
と
、
車
が
旅
車
で
あ
る
 
 

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
施
丘
篇
の
辞
意
は
、
遠
行
し
て
い
る
一
族
の
若
者
（
か
 
 

つ
作
者
の
思
慕
す
る
人
）
の
無
事
の
帰
還
を
祖
霊
に
祈
る
詩
と
言
う
こ
と
に
 
 

（
1
9
）
 
 

な
る
。
 
 

三
 
『
毛
倦
』
に
よ
る
族
丘
篇
解
釈
 
 
 

一
方
、
施
丘
篇
に
対
す
る
『
毛
博
』
の
全
文
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
 
 

－ 5 －   
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輿
也
、
前
高
後
下
日
施
丘
、
諸
侯
以
囲
相
連
屠
、
憂
患
相
及
、
如
葛
之
蔓
延
、
相
 
 

違
及
也
、
誕
延
也
、
日
月
巳
逝
、
而
不
我
憂
、
言
輿
仁
義
也
、
必
以
有
功
徳
、
大
 
 

夫
狐
蒼
裳
、
蒙
戎
以
言
乱
也
、
不
束
言
不
束
東
也
、
無
救
患
他
同
也
、
横
尾
少
好
 
 

之
貌
、
流
離
鳥
名
也
、
少
好
長
醜
、
始
而
愉
欒
、
終
以
微
弱
、
褒
盛
服
也
、
充
耳
 
 

盛
服
也
、
大
夫
衷
然
有
尊
盛
之
服
、
而
不
能
稀
徳
也
、
 
 
 

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
族
丘
」
と
は
、
前
が
高
く
後
ろ
が
低
い
丘
の
こ
と
。
1
葛
」
 
 

と
は
、
く
ず
、
か
ず
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
毛
俸
』
は
こ
の
「
葛
」
を
含
 
 

む
輿
詩
を
く
ず
・
か
ず
ら
が
続
き
連
な
っ
て
生
え
て
い
る
よ
う
に
、
諸
侯
の
 
 

囲
に
憂
患
が
相
連
ら
な
っ
て
波
及
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
と
し
て
い
る
。
 
 
 

『
詩
経
』
中
の
詩
の
類
型
化
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
比
較
研
究
に
よ
れ
ば
前
 
 

述
し
た
ご
と
く
異
性
・
血
族
・
祖
霊
に
対
す
る
思
慕
の
情
な
い
し
祝
頒
を
表
 
 

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
葛
の
輿
詩
を
『
毛
侍
』
は
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
 
 

る
の
で
あ
る
。
「
誕
」
は
、
原
義
と
同
じ
く
「
延
び
る
こ
と
」
。
「
輿
」
は
、
 
 

仁
義
に
く
み
す
る
意
。
「
以
」
は
、
功
徳
（
功
績
と
徳
行
）
を
以
て
、
答
え
 
 

て
く
れ
る
意
。
と
も
に
政
治
的
な
行
為
を
相
手
に
期
待
す
る
意
味
に
理
解
し
 
 

て
い
る
。
「
狐
裳
」
は
、
大
夫
の
着
る
狐
の
皮
で
作
っ
た
青
い
か
わ
ご
ろ
も
。
 
 

「
蒙
戎
」
は
、
原
義
と
同
じ
く
乱
れ
る
さ
ま
。
「
匪
」
は
、
非
の
仮
借
字
。
 
 

「
靡
所
輿
同
」
は
、
患
難
を
救
い
同
朋
を
憐
れ
む
こ
と
が
な
い
意
。
「
必
有
 
 

輿
也
」
や
「
必
有
以
也
」
と
同
様
に
政
治
的
な
行
為
が
な
い
こ
と
を
非
難
す
 
 

る
意
味
に
理
解
し
て
い
る
。
「
鎖
骨
尾
骨
」
は
、
若
い
時
は
美
し
い
が
長
ず
 
 

れ
ば
醜
く
な
る
こ
と
を
言
う
と
解
し
、
「
流
離
」
は
、
鳥
の
名
と
解
す
る
。
 
 

そ
し
て
、
「
鎖
今
尾
骨
、
流
離
之
子
、
」
は
、
表
面
上
は
流
離
が
若
い
時
は
美
 
 

し
い
が
、
長
じ
て
醜
く
な
る
こ
と
を
言
い
、
実
際
は
大
夫
が
始
め
は
喜
び
楽
 
 

し
ん
で
い
た
が
、
遂
に
は
鳴
か
ず
飛
ば
ず
に
な
っ
た
こ
と
を
言
う
と
す
る
。
 
 

「
衷
如
」
「
充
耳
」
を
『
毛
侍
』
は
と
も
に
「
盛
服
」
と
い
う
が
、
「
充
耳
」
 
 

は
備
に
耳
飾
り
の
り
つ
ば
な
こ
と
を
言
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
衷
如
充
耳
」
 
 

を
大
夫
が
見
掛
け
は
立
派
で
あ
っ
て
も
、
徳
が
あ
る
と
称
す
る
こ
と
は
で
き
 
 な

い
、
と
大
夫
を
誇
る
句
と
解
釈
し
て
い
る
。
以
上
の
『
毛
侍
』
の
解
釈
に
 
 

し
た
が
っ
て
珊
風
施
丘
篇
を
解
釈
す
る
と
、
 
 

○
前
が
高
く
後
ろ
が
低
く
な
っ
て
い
る
丘
に
葛
が
生
え
て
い
る
が
、
そ
の
茎
の
節
 
 

は
延
び
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
諸
侯
の
国
に
憂
患
が
相
違
ら
な
っ
て
波
及
し
て
 
 

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
叔
よ
伯
よ
、
な
ん
と
長
い
こ
と
私
の
国
の
憂
患
を
取
 
 

り
除
い
て
く
れ
な
い
の
か
。
 
 
 

○
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
長
い
間
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
の
か
。
き
っ
と
我
が
仁
義
に
 
 
 

賛
成
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ん
で
久
し
い
間
来
な
い
の
か
、
き
っ
と
功
徳
（
功
 
 

績
と
徳
行
）
を
以
て
我
々
に
答
え
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
 
 
 

○
大
夫
の
着
て
い
る
上
等
の
狐
袋
は
乱
れ
破
れ
、
か
の
旅
車
は
我
々
の
祖
国
の
方
 
 
 

角
束
に
は
で
か
け
よ
う
と
し
な
い
。
叔
よ
伯
よ
、
ど
う
し
て
わ
が
急
難
を
救
い
あ
 
 

な
た
の
同
朋
を
憐
れ
ん
で
く
れ
な
い
の
か
。
 
 
 

○
若
い
時
は
美
し
い
が
、
長
じ
て
醜
く
な
る
流
離
の
子
の
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
 
 
 

大
夫
は
始
め
は
喜
び
楽
し
ん
で
い
た
が
、
遂
に
は
鳴
か
ず
飛
ば
ず
に
な
っ
て
し
ま
っ
 
 

た
。
叔
よ
伯
よ
、
い
く
ら
見
掛
け
が
立
派
で
耳
飾
り
が
り
つ
ば
で
も
、
そ
ん
な
こ
 
 

と
で
は
徳
が
あ
る
と
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ぞ
。
 
 

と
な
る
。
 
 
 

こ
の
『
毛
俸
』
の
施
丘
篇
解
釈
は
、
原
義
的
解
釈
が
「
遠
行
し
て
い
る
一
 
 

族
の
若
者
（
か
つ
作
者
の
思
慕
す
る
人
）
の
無
事
の
帰
還
を
祖
霊
に
祈
る
詩
」
 
 

で
あ
る
施
丘
篇
を
、
仁
義
・
功
徳
が
あ
る
作
者
の
祖
国
を
救
出
し
よ
う
と
し
 
 

な
い
大
夫
の
国
を
非
難
す
る
詩
と
理
解
し
、
極
め
て
政
治
的
な
内
容
の
詩
で
 
 

あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
 
 

以
上
概
括
し
た
よ
う
に
、
『
詩
』
本
文
そ
れ
自
体
の
研
究
に
基
づ
く
原
義
 
 

的
解
釈
に
よ
れ
ば
、
本
来
連
行
し
て
い
る
一
族
の
若
者
（
か
つ
作
者
の
思
慕
 
 

す
る
人
）
の
無
事
の
帰
還
を
祖
霊
に
祈
る
詩
で
あ
る
施
丘
篇
を
、
『
毛
停
』
は
、
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仁
義
・
功
徳
が
あ
る
作
者
の
国
を
救
出
し
な
い
大
夫
の
国
を
非
難
す
る
詩
と
 
 

解
釈
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
「
葛
」
を
呪
物
と
す
る
興
詞
を
持
つ
 
『
詩
経
』
 
 

（
2
0
）
 
中
の
他
の
各
詩
の
解
釈
と
の
整
合
性
か
ら
言
っ
て
も
、
『
毛
停
』
の
解
釈
よ
 
 

り
は
原
義
的
解
釈
の
方
が
辞
そ
の
も
の
の
解
釈
と
し
て
は
妥
当
性
が
あ
る
と
 
 

思
わ
れ
る
。
『
詩
』
そ
の
も
の
の
類
型
性
に
基
づ
く
原
義
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
 
 

『
詩
』
中
の
各
詩
が
作
ら
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
春
秋
戦
国
期
に
は
、
「
葛
」
 
 

を
呪
物
と
す
る
興
詞
は
前
述
し
た
異
性
・
血
族
・
祖
霊
に
対
す
る
思
慕
の
情
 
 

な
い
し
祝
項
を
表
す
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
施
丘
篇
も
そ
 
 

の
共
通
認
識
の
も
と
に
連
行
し
て
い
る
一
族
の
若
者
（
か
つ
作
者
の
思
慕
す
 
 

る
人
）
の
無
事
の
帰
還
を
祖
霊
に
祈
る
詩
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 

そ
れ
で
は
、
こ
の
原
義
的
解
釈
で
旅
丘
篇
が
理
解
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
 
 

時
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
他
文
献
に
お
い
て
は
、
施
丘
篇
は
ど
の
よ
う
に
理
 
 

解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

四
 
他
文
献
の
「
族
丘
篇
」
解
釈
 
 

他
の
文
献
で
、
施
丘
篇
を
全
体
の
辞
意
に
関
わ
っ
て
引
用
す
る
文
献
は
な
 
 

い
。
し
か
し
、
施
丘
篇
の
一
部
を
断
章
取
義
で
引
用
す
る
文
献
と
し
て
『
韓
 
 

詩
外
侍
』
巻
一
に
二
篇
、
同
巻
九
に
一
篇
、
『
説
苑
』
政
理
篇
・
同
修
文
篇
 
 

に
各
一
篇
、
計
五
篇
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
も
と
に
秦
湊
期
の
施
丘
篇
理
解
 
 

の
状
況
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

（
2
1
）
 
 
 

ま
ず
、
『
韓
詩
外
侍
』
巻
一
の
第
二
十
三
章
に
、
 
 

俸
日
、
水
濁
則
魚
哺
、
令
苛
見
民
乱
、
城
崎
則
崩
、
岸
暗
別
院
、
故
呉
起
哨
刑
而
 
 
 

車
裂
、
商
軟
唆
法
而
支
解
、
治
国
者
響
若
乎
張
琴
然
、
大
絃
急
則
小
絃
絶
臭
、
故
 
 
 

急
轡
街
者
、
非
千
里
御
也
、
有
聾
之
聾
、
不
過
百
里
、
無
聾
之
聾
、
延
及
四
海
、
 
 
 

故
禄
過
其
功
者
削
、
名
過
其
害
者
損
、
情
行
合
、
而
民
副
之
、
禍
福
不
虚
重
奏
、
 
 
 

詩
云
、
何
其
虞
也
、
必
有
輿
也
、
何
其
久
也
、
必
有
以
也
、
故
惟
其
無
為
、
能
長
 
 
 生

久
視
、
而
無
累
於
物
臭
、
 
 
 

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
無
為
」
 
の
重
要
性
を
主
張
す
る
道
家
的
要
素
の
あ
る
 
 

文
献
で
、
そ
の
人
の
「
無
為
」
の
有
無
が
そ
の
人
の
禍
福
を
決
定
す
る
の
で
 
 

あ
っ
て
、
い
た
ず
ら
に
か
つ
無
原
則
に
禍
福
が
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
 
 

と
を
言
う
部
分
で
、
施
丘
篇
の
「
何
其
虞
也
、
必
有
輿
也
、
何
其
久
也
、
必
 
 

有
以
也
、
」
の
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
句
は
こ
こ
で
は
、
「
そ
の
人
間
 
 

が
そ
う
い
う
状
態
に
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
き
っ
と
蕪
為
の
有
無
と
い
う
）
 
 

原
因
が
あ
る
。
そ
の
人
間
に
そ
う
い
う
状
態
が
続
く
の
は
な
ぜ
か
。
き
っ
と
 
 

（
無
為
の
有
無
と
い
う
）
理
由
が
あ
る
。
」
と
言
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 

『
韓
詩
外
侍
』
の
本
篇
は
、
「
輿
」
の
訓
話
を
「
以
（
＝
因
）
」
と
し
て
、
ま
 
 

た
「
以
」
の
訓
話
を
「
故
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
は
 
 

先
述
し
た
施
丘
篇
の
原
義
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
長
い
間
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
 
 

る
の
か
。
き
っ
と
原
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
な
ん
で
久
し
い
間
来
な
い
の
か
。
 
 

き
っ
と
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
」
と
比
較
す
る
と
、
意
味
に
若
干
ニ
ュ
ア
 
 

ン
ス
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
訓
話
は
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
 
 

『
毛
博
』
は
こ
の
句
を
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
長
い
間
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
 
 

の
か
。
き
っ
と
我
が
仁
義
に
賛
成
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ん
で
久
し
い
 
 

間
来
な
い
の
か
。
き
っ
と
功
徳
（
功
績
と
徳
行
）
を
以
て
我
々
に
答
え
て
く
 
 

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
」
と
解
釈
し
、
「
輿
」
の
訓
話
を
「
（
仁
義
に
）
 
 

く
み
す
る
」
、
「
以
」
の
訓
話
を
「
功
徳
（
功
績
と
徳
行
）
を
以
て
答
え
る
」
 
 

と
、
原
義
お
よ
び
『
韓
詩
外
俸
』
の
解
釈
と
は
異
な
り
、
政
治
的
倫
理
的
な
 
 

意
味
に
理
解
し
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
 
『
韓
詩
外
債
』
巻
一
の
第
二
十
四
章
に
 
 

停
日
、
衣
服
容
貌
者
、
所
以
説
目
也
、
應
封
言
語
者
、
所
以
説
耳
也
、
好
悪
去
就
者
、
 
 
 

所
以
説
心
也
、
故
君
子
衣
服
中
、
容
貌
得
、
則
民
之
目
悦
奏
、
就
仁
去
不
仁
、
則
 
 
 

民
之
心
悦
央
、
三
者
存
平
身
、
錐
不
在
位
、
謂
之
素
行
、
故
中
心
存
善
、
両
日
新
之
、
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則
猫
居
而
欒
、
徳
充
而
形
、
詩
日
、
何
其
庭
也
、
必
有
輿
也
、
何
其
久
也
、
必
有
 
 

以
也
、
 
 

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
間
が
内
面
に
善
を
保
持
し
て
自
己
を
日
々
革
新
し
 
 

て
い
け
ば
、
徳
が
内
に
満
ち
溢
れ
て
そ
れ
が
外
に
も
自
然
と
現
れ
て
く
る
こ
 
 

と
を
い
う
部
分
に
、
施
丘
篇
の
 
「
何
其
虞
也
、
必
有
輿
也
、
何
其
久
也
、
必
 
 

有
以
也
、
」
 
の
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
こ
の
句
は
、
「
人
間
の
容
貌
 
 

外
見
、
立
ち
居
振
る
舞
い
喋
り
方
、
好
き
嫌
い
出
所
進
退
が
ど
う
し
て
そ
ん
 
 

な
に
り
つ
ば
で
あ
る
の
か
。
中
心
が
善
を
希
求
す
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
か
 
 

ら
だ
。
人
間
の
容
貌
外
見
、
立
ち
居
振
る
舞
い
喋
り
方
、
好
き
嫌
い
出
所
進
 
 

退
の
よ
い
状
態
が
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
長
い
間
続
く
の
か
。
中
心
が
善
を
希
 
 

求
す
る
と
い
う
原
因
が
あ
る
か
ら
だ
。
」
と
い
う
意
味
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 

こ
れ
も
『
韓
詩
外
俸
』
巻
一
の
第
二
十
三
章
と
同
様
に
、
「
輿
」
の
訓
話
を
「
以
 
 

＝
因
」
と
し
て
、
ま
た
 
「
以
」
 
の
訓
話
を
「
故
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
 
 

と
が
分
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
施
丘
篇
の
原
義
の
訓
話
と
同
じ
で
あ
り
、
 
 
 

『
毛
停
』
 
の
訓
話
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
『
韓
詩
外
俸
』
巻
九
の
第
十
九
章
に
、
 
 

修
身
不
可
不
憬
也
、
嗜
慾
移
別
行
厳
、
護
毀
行
則
喜
成
、
愚
生
於
念
怒
、
禍
起
於
 
 

繊
微
、
汗
辱
難
揃
濯
、
敗
失
不
復
追
、
不
深
念
遠
慮
、
後
悔
何
益
、
敏
幸
者
、
伐
 
 

性
之
斧
也
、
噂
慾
者
、
逐
禍
之
馬
也
、
護
誕
者
、
趨
禍
之
路
也
、
毀
於
人
者
、
困
 
 
 

窮
之
舎
也
、
是
政
君
子
去
徽
章
、
節
噂
慾
、
務
忠
信
、
無
毀
於
一
人
、
則
名
草
常
存
、
 
 

栴
篤
君
子
臭
、
詩
日
、
何
其
虞
也
、
必
有
輿
也
、
 
 

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
君
子
は
ま
ぐ
れ
あ
た
り
の
幸
福
を
取
り
除
き
、
噂
慾
 
 

を
抑
制
し
て
、
忠
信
を
務
め
、
人
を
傷
つ
け
な
い
と
い
う
倫
理
的
な
条
件
が
 
 

充
足
さ
れ
て
初
め
て
、
名
声
が
た
ち
必
ず
君
子
と
称
さ
れ
る
と
、
君
子
た
る
 
 

条
件
を
述
べ
た
部
分
に
お
い
て
、
施
丘
篇
の
 
「
何
其
虞
也
、
必
有
輿
也
、
」
 
 

の
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
こ
の
句
は
「
ど
う
し
て
君
子
と
な
る
こ
 
 

と
が
で
き
る
の
か
、
君
子
は
ま
ぐ
れ
あ
た
り
の
幸
福
を
取
り
除
き
、
噂
慾
を
 
 

抑
制
し
て
、
忠
信
を
務
め
、
人
を
傷
つ
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
実
践
で
き
て
 
 

い
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
か
ら
だ
。
」
と
い
う
意
味
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 

こ
れ
も
『
韓
詩
外
俸
』
巻
一
の
第
二
十
三
章
お
よ
び
同
第
二
十
四
章
と
同
様
 
 

に
、
「
輿
」
の
訓
話
を
「
以
（
＝
因
）
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
 
 

こ
れ
は
先
述
し
た
施
丘
篇
の
原
義
の
訓
話
と
同
じ
で
あ
り
、
『
毛
停
』
 
の
訓
 
 

話
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
 
u
棚
円
 
 
 

さ
ら
に
、
『
説
苑
』
 
政
理
篇
に
、
 
 

水
濁
則
魚
困
、
令
苛
則
民
乱
、
城
崎
則
必
崩
、
岸
辣
則
必
陶
、
政
夫
治
国
、
響
若
 
 
 

張
琴
、
大
絃
急
則
小
絃
絶
奏
、
故
日
、
急
轡
街
着
、
非
千
里
御
也
、
有
聾
之
聾
、
 
 
 

不
遇
百
里
、
無
聾
之
聾
、
延
及
四
海
、
故
禄
過
其
功
者
損
、
名
過
其
害
者
削
、
情
 
 
 

行
合
、
而
民
副
之
、
禍
福
不
虚
至
臭
、
詩
云
、
何
其
庭
也
、
必
有
輿
也
、
何
其
久
也
、
 
 

必
有
以
也
、
此
之
謂
也
、
 
 

と
あ
る
。
こ
れ
は
 
『
韓
詩
外
俸
』
巻
一
の
第
二
十
三
章
と
字
句
に
若
干
の
異
 
 

動
が
あ
る
が
ほ
ぼ
同
じ
文
で
、
引
用
さ
れ
た
施
丘
篇
の
「
何
其
庭
也
、
必
有
 
 

輿
也
、
何
其
久
也
、
必
有
以
也
、
」
の
句
の
「
輿
」
と
「
以
」
 
の
訓
話
は
、
 
 

施
丘
篇
の
原
義
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
『
毛
停
』
 
の
政
治
的
倫
理
的
な
解
 
 

釈
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

最
後
に
、
『
説
苑
』
修
文
篇
に
、
 
 

衣
服
容
貌
者
、
所
以
悦
目
也
、
聾
音
鷹
野
者
、
所
以
悦
耳
也
、
嗜
慾
好
悪
者
、
所
 
 
 

以
悦
心
也
、
君
子
衣
服
中
、
容
貌
得
、
則
民
之
日
悦
粂
、
言
語
順
、
應
野
給
、
則
 
 
 

民
之
心
悦
臭
、
三
者
存
手
心
、
暢
乎
懐
、
形
乎
動
静
、
雉
不
在
位
、
謂
之
素
行
、
 
 
 

故
忠
心
好
善
、
両
日
新
之
、
濁
居
欒
徳
、
内
悦
而
形
、
詩
日
、
何
其
庭
也
、
必
有
 
 
 

輿
也
、
何
其
久
也
、
必
有
以
也
、
惟
有
以
者
、
烏
龍
長
生
久
視
、
而
無
累
於
物
也
、
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と
あ
る
。
こ
れ
は
 
『
韓
詩
外
俸
』
巻
一
の
第
二
十
四
章
と
字
句
に
若
干
の
異
 
 

動
が
あ
る
が
ほ
ぼ
同
じ
文
で
、
引
用
さ
れ
た
施
丘
篇
の
 
「
何
其
鹿
也
、
必
有
 
 

輿
也
、
」
 
の
句
の
「
輿
」
 
の
訓
話
は
施
丘
篇
の
原
義
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
 
 

『
毛
侍
』
 
の
政
治
的
倫
理
的
な
解
釈
の
そ
れ
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
施
丘
篇
第
二
章
「
何
其
鹿
也
、
必
有
輿
也
、
何
 
 

其
久
也
、
必
有
以
也
。
」
 
の
「
輿
」
と
「
以
」
 
の
訓
話
は
、
春
秋
期
・
戦
国
 
 

期
の
原
義
お
よ
び
秦
漠
期
の
 
『
韓
詩
外
俸
』
 
『
説
苑
』
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
 
 

を
「
以
（
＝
因
）
」
「
故
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
毛
俸
』
は
、
「
輿
」
 
 

の
訓
話
を
「
（
仁
義
に
）
 
く
み
す
る
」
、
「
以
」
 
の
訓
話
を
「
功
徳
 
（
功
績
と
 
 

徳
行
）
 
を
以
て
答
え
る
」
と
、
原
義
お
よ
び
 
『
韓
詩
外
俸
』
 
『
説
苑
』
 
の
解
 
 

釈
と
は
異
な
り
、
政
治
的
倫
理
的
に
理
解
し
て
い
る
。
 
 
 

前
述
し
た
よ
う
に
秦
漠
期
の
文
献
で
、
施
丘
篇
を
全
体
の
詩
意
に
関
わ
っ
 
 

て
引
用
す
る
文
献
は
な
い
の
で
、
本
章
で
は
施
丘
篇
の
 
「
輿
」
と
「
以
」
 
の
 
 

訓
話
を
も
と
に
 
『
毛
侍
』
 
の
解
釈
の
特
殊
性
を
考
え
て
き
た
。
『
毛
侍
』
 
の
 
 

特
殊
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
筆
者
は
拙
論
「
「
王
事
靡
亜
」
解
釈
か
ら
見
 
 

た
『
毛
俸
』
 
の
訓
話
態
度
」
に
お
い
て
、
『
詩
』
 
の
唐
風
・
鴇
羽
篇
、
小
雅
・
 
 

鹿
鳴
之
什
・
四
牡
篇
等
に
見
ら
れ
る
「
王
事
靡
監
」
と
い
う
句
に
注
目
し
て
、
 
 

こ
れ
に
『
毛
俸
』
が
い
か
な
る
態
度
で
訓
話
を
つ
け
て
い
る
か
を
検
討
し
た
。
 
 

鉄
論
』
 
『
韓
詩
外
俸
』
 
『
潜
夫
論
』
等
に
み
ら
れ
る
漠
代
通
行
の
解
釈
も
、
 
や
な
 
 

そ
し
て
近
年
の
白
川
・
境
・
家
井
等
に
よ
る
原
義
的
 
『
詩
』
 
解
釈
も
、
『
塩
 
 

こ
と
を
非
難
す
る
句
と
解
釈
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
毛
俸
』
 
だ
け
 
 

「
王
事
靡
盤
」
を
「
王
事
塵
む
こ
と
靡
し
」
と
読
み
、
「
王
事
が
終
息
し
な
い
」
 
 

か
た
 

が
宣
帝
期
の
政
治
目
標
に
そ
っ
て
「
王
事
亜
き
こ
と
靡
し
」
と
読
み
、
「
王
 
 

事
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
「
王
事
」
の
重
要
性
を
 
 

主
張
す
る
句
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
 
 

施
丘
篇
『
毛
俸
』
 
の
 
「
輿
」
と
 
「
以
」
 
に
関
す
る
訓
話
の
特
殊
性
は
、
宣
帝
 
 

期
の
政
治
目
標
の
た
め
に
再
解
釈
さ
れ
た
 
『
詩
』
 
に
対
す
る
 
『
毛
停
』
全
般
 
 

に
わ
た
っ
て
言
い
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
韓
存
外
俸
』
 
 

な  

『
説
苑
』
 
は
断
章
取
義
で
施
丘
篇
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
引
用
句
の
 
 

解
釈
は
原
義
と
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し
て
い
る
が
、
引
用
句
の
訓
話
と
 
 

原
義
に
お
け
る
そ
の
字
句
の
訓
話
と
の
共
通
性
を
勘
案
す
れ
ば
、
旛
丘
篇
全
 
 

体
の
辞
意
も
ま
た
比
較
的
原
義
に
近
い
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
 
 

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
 
 

五
 
族
丘
篇
解
釈
に
お
け
る
 
『
毛
偉
』
 
の
立
場
 
 

以
上
施
丘
篇
の
解
釈
を
、
先
秦
か
ら
秦
湊
期
に
わ
た
っ
て
見
て
き
た
。
そ
 
 

し
て
、
お
そ
ら
く
先
秦
期
の
 
『
詩
』
意
に
近
い
と
思
わ
れ
る
白
川
・
境
・
家
 
 

井
等
の
『
詩
』
の
原
義
的
解
釈
に
お
い
て
も
、
ま
た
秦
漠
期
に
お
け
る
諸
文
献
 
 

の
施
丘
篇
解
釈
（
施
丘
篇
全
体
で
は
な
く
一
部
の
章
に
関
す
る
理
解
か
ら
の
 
 

類
推
で
は
あ
る
が
）
に
お
い
て
も
、
施
丘
篇
は
遠
行
し
て
い
る
一
族
の
若
者
 
 

（
か
つ
作
者
の
思
慕
す
る
人
）
 
の
無
事
の
帰
還
を
祖
霊
に
祈
る
詩
と
解
釈
さ
 
 

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
さ
ら
『
毛
停
』
は
、
仁
義
・
功
徳
が
あ
る
 
 

作
者
の
国
を
救
出
し
な
い
大
夫
の
国
を
非
難
す
る
詩
と
特
異
に
解
釈
し
て
い
 
 

る
。
『
毛
侍
』
が
所
謂
訓
話
学
的
な
立
場
に
た
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
上
述
の
如
 
 

き
西
周
・
秦
・
漠
代
通
用
の
解
釈
を
無
視
し
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
改
め
て
為
 
 

す
こ
と
は
起
こ
り
得
ず
、
『
毛
俸
』
 
が
な
ん
ら
か
の
主
張
を
も
っ
て
善
か
れ
 
 

て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

そ
れ
で
は
 
『
毛
俸
』
 
の
主
張
と
は
な
に
か
。
こ
れ
は
拙
論
「
「
王
事
靡
監
」
 
 

へ
2
3
）
 
 

解
釈
か
ら
見
た
 
『
毛
俸
』
 
の
訓
話
態
度
」
で
も
述
べ
た
ご
と
く
、
前
湊
十
代
 
 

皇
帝
宣
帝
の
時
代
の
政
治
的
背
景
と
の
関
係
か
ら
考
え
る
の
が
最
も
適
当
で
 
 

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
は
、
「
豪
族
の
成
長
と
農
民
の
没
落
と
い
う
 
 

社
会
的
な
変
動
の
時
代
で
あ
る
と
と
も
に
、
支
配
権
力
の
側
で
も
そ
れ
に
対
 
 

応
す
る
国
家
体
制
の
整
備
強
化
さ
れ
た
時
代
」
 
で
あ
り
、
「
ま
た
外
交
面
で
 
 

も
武
帝
の
あ
と
を
受
け
て
積
極
策
が
と
ら
れ
た
時
代
」
で
も
あ
っ
た
。
塞
外
 
 

民
族
に
占
領
さ
れ
た
地
を
奪
還
し
待
な
い
宣
帝
が
、
や
む
を
得
ず
辺
境
駐
屯
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1
1
 
の
守
備
兵
の
徴
発
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
ま
た
兵
を
整
え
進
駐
を
重
 
 

ね
、
久
し
く
人
民
を
労
し
て
い
る
。
こ
れ
故
、
ま
さ
に
 
『
毛
俸
』
 
が
施
丘
篇
 
 

を
 
「
仁
義
・
功
徳
が
あ
る
作
者
の
国
を
放
出
し
な
い
大
夫
の
国
を
非
難
す
 
 

る
。
」
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
い
う
社
会
状
況
に
 
 

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
っ
つ
 
『
毛
俸
』
 
の
旋
丘
篇
解
釈
を
読
め
ば
、
『
毛
停
』
 
 

の
解
釈
も
ま
た
そ
の
時
代
の
政
治
的
要
求
に
そ
っ
た
解
釈
で
あ
っ
て
あ
な
が
 
 

ち
不
当
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 
 

『
毛
停
』
 
の
内
容
お
よ
び
成
立
を
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
か
、
そ
し
て
こ
の
 
 

『
毛
倖
』
 
が
漠
代
思
想
史
上
に
い
か
な
る
位
置
を
し
め
て
い
る
の
か
、
と
い
 
 

う
問
題
は
ほ
と
ん
ど
考
究
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
詩
経
学
 
 

は
前
漠
の
春
秋
公
羊
学
・
後
漠
の
周
礼
学
の
よ
う
に
国
家
全
体
に
わ
た
る
全
 
 

体
的
か
つ
包
括
的
な
原
理
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
経
学
内
に
お
い
て
は
少
く
と
 
 

裕
 
も
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
 
 

放
 
で
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
漠
代
経
学
史
を
考
え
る
 
 

上
で
も
、
′
ま
た
詩
経
学
の
発
展
の
た
め
に
も
、
『
毛
停
』
 
の
漠
代
思
想
史
上
 
 

薮
 
に
お
け
る
位
置
を
確
定
す
る
こ
ど
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

本
稿
で
は
、
こ
う
い
う
立
場
か
ら
、
特
に
族
丘
篇
の
解
釈
に
注
目
し
て
、
 
 

こ
れ
に
 
『
毛
俸
』
 
が
い
か
に
特
殊
な
態
度
で
訓
話
を
つ
け
て
い
る
の
か
と
い
 
 

う
こ
と
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
し
て
、
施
丘
篇
に
対
す
る
 
『
毛
侍
』
 
の
特
殊
 
 

な
訓
話
と
い
う
も
の
は
「
王
事
靡
塵
」
と
同
様
、
漢
代
宣
帝
期
と
い
う
政
治
 
 

史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
明
確
に
な
る
の
で
は
な
 
 

い
か
と
い
う
こ
と
を
論
七
て
き
た
。
 
 

『
詩
』
中
に
あ
っ
て
、
施
丘
篇
や
「
王
事
靡
盤
」
 
の
句
を
含
む
諸
篇
の
詩
 
 

は
お
お
む
ね
征
役
詩
と
で
も
言
う
べ
き
詩
で
あ
る
。
こ
の
一
群
の
詩
は
強
い
 
 

戦
争
批
判
の
側
面
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
一
群
の
詩
が
湊
代
に
国
教
と
な
る
 
 

儒
教
の
開
祖
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
孔
子
が
そ
の
制
作
に
関
与
し
た
と
さ
 
 

れ
る
 
『
詩
経
』
 
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
政
治
を
担
当
す
る
者
に
は
容
認
 
 

し
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
い
か
に
解
消
す
る
か
、
か
つ
国
の
政
策
を
 
 

い
か
に
正
当
化
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
経
学
を
担
っ
た
者
の
責
務
で
あ
っ
 
 

た
。
『
毛
倦
』
 
は
こ
う
い
う
間
蓮
意
識
か
ら
、
『
詩
』
 
の
意
味
を
改
変
し
て
し
 
 

ま
っ
た
。
あ
る
価
値
観
に
も
と
づ
い
て
再
解
釈
さ
れ
て
い
く
、
こ
 
 

の
落
差
あ
る
い
は
異
化
作
用
こ
そ
が
、
実
は
そ
の
後
の
経
学
成
立
の
要
因
で
 
 

あ
り
、
ま
た
原
義
と
経
学
と
し
て
の
 
『
詩
経
学
』
 
の
差
異
で
も
あ
っ
た
。
 
 

（
岩
手
大
学
教
育
学
部
）
 
 

川
 
本
稿
で
は
、
古
代
歌
謡
と
し
て
の
 
弓
詩
』
と
経
書
と
し
て
の
 
『
詩
経
』
を
区
別
 
 
 

し
て
使
用
す
る
。
 
 

㈱
 
『
毛
俸
』
は
、
阪
元
の
 
『
十
三
経
注
疏
』
本
に
よ
る
。
 
 

㈱
 
『
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
』
（
第
五
十
二
巻
第
三
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）
 
 
 

四
三
～
五
二
頁
。
 
 

㈲
 
訓
話
学
と
は
、
一
般
に
「
昔
の
言
葉
を
今
の
言
葉
に
解
釈
す
る
」
（
諸
橋
轍
次
『
経
 
 
 

学
研
究
序
説
』
 
二
九
五
頁
）
 
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
「
解
釈
」
に
は
解
 
 
 

釈
者
自
身
の
価
値
観
が
入
り
込
む
余
地
が
あ
り
、
訓
話
学
の
立
場
を
十
全
に
は
説
 
 
 

明
し
得
て
い
な
い
。
湊
代
の
訓
話
学
は
本
来
基
本
的
に
は
言
語
学
で
あ
っ
て
、
西
 
 
 

周
時
代
の
言
語
を
訓
話
学
は
本
来
基
本
的
に
は
言
語
学
で
あ
っ
て
、
西
周
時
代
の
 
 
 

言
語
を
い
か
に
漠
代
の
言
語
に
置
き
換
え
る
か
と
い
う
点
に
眼
目
が
あ
り
、
現
代
 
 
 

か
ら
見
て
も
極
め
て
厳
密
で
あ
る
。
 
 

㈲
 
松
本
雅
明
は
『
詩
経
諸
篇
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
 
（
東
洋
文
庫
、
一
九
五
八
）
 
 
 

に
お
い
て
 
「
輿
は
基
本
的
に
は
、
そ
れ
自
身
完
結
し
た
自
然
の
描
写
に
よ
っ
て
気
 
 
 

分
を
醸
成
し
、
そ
の
気
分
を
と
ほ
し
て
主
文
を
ひ
き
お
こ
す
も
の
で
あ
る
。
…
す
 
 
 

な
は
ち
輿
の
本
質
は
、
気
分
象
徴
に
あ
る
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
赤
塚
息
 
 
 

は
「
古
代
に
於
け
る
歌
舞
の
詩
の
系
譜
」
 
（
『
日
本
中
歯
学
曾
報
』
第
三
集
、
一
九
 
 
 

五
二
）
 
に
お
い
て
「
斯
く
見
れ
ば
詩
経
中
の
輿
物
の
草
が
元
来
呪
物
で
あ
り
輿
詞
 
 
 

が
呪
詞
か
ら
起
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
輿
詞
は
元
宗
教
観
念
を
前
提
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7
 
 

8
 
 

9
 
 

小
〃
 
 

l
 
 

と
し
て
切
烈
直
接
な
祈
願
の
情
を
表
は
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
之
を
根
底
と
し
て
 
 

呪
物
観
念
の
移
る
が
如
く
一
層
詩
的
な
展
開
を
遂
げ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

な
い
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
白
川
静
は
「
輿
的
発
想
の
起
源
と
そ
の
展
開
」
（
『
立
命
 
 

館
文
学
』
一
八
八
、
一
九
六
一
）
 
に
お
い
て
「
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
興
的
発
想
 
 

は
原
始
的
な
心
性
の
う
ち
に
呪
的
発
想
と
し
て
成
立
し
、
そ
う
い
う
宗
教
的
心
意
 
 

の
衰
落
す
る
と
と
も
に
情
緒
的
に
詩
想
を
導
く
発
想
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
も
の
 
 

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
し
、
家
井
真
は
三
詩
経
』
に
於
け
る
魚
の
「
輿
」
 
 

詞
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
中
囲
畢
舎
報
』
第
二
十
七
集
、
一
九
七
五
）
 
に
 
 

お
い
て
「
『
詩
経
』
に
於
け
る
「
輿
」
詞
は
、
も
と
呪
謡
か
ら
展
開
し
た
呪
詞
で
あ
 
 

り
、
そ
の
発
想
の
根
源
に
は
必
ず
古
代
儀
礼
に
於
け
る
習
俗
が
存
在
し
て
い
た
も
 
 

の
と
考
え
る
。
」
と
論
じ
て
い
る
。
輿
詞
に
対
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
家
井
真
「
『
詩
 
 

経
』
研
究
の
近
況
と
課
題
（
一
）
」
 
（
『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
第
四
十
四
輯
）
 
 

一
六
四
～
一
六
五
頁
を
参
照
。
 
 
 

以
後
、
こ
れ
を
一
応
「
原
義
的
解
釈
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
『
毛
俸
』
 
 

は
そ
の
訓
話
と
い
う
方
法
か
ら
す
れ
ば
、
『
詩
』
本
来
の
意
を
な
ん
ら
の
価
値
観
を
 
 

含
ま
ず
に
漠
代
の
言
葉
に
置
き
換
え
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
使
用
す
る
言
語
は
違
っ
 
 

て
も
意
味
は
「
原
義
的
解
釈
」
と
同
じ
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
近
年
の
「
原
義
的
解
釈
」
 
 

と
比
較
し
っ
つ
考
察
す
る
。
 
 
 

『
日
本
中
国
学
含
報
』
第
三
集
（
昭
和
二
十
七
年
三
月
、
後
『
詩
経
研
究
』
赤
 
 

塚
忠
著
作
集
第
五
巻
所
収
。
）
 
三
七
頁
。
 
 
 

『
詩
経
国
風
』
 
（
東
洋
文
庫
五
一
人
、
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
五
月
十
八
日
、
）
 
 

四
一
頁
。
 
 
 

白
川
前
掲
書
五
五
頁
。
 
 
 

境
武
男
『
詩
経
仝
釈
』
 
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
）
三
十
三
頁
。
 
 
 

『
詩
経
渾
注
篇
』
 
（
丁
子
屋
書
店
、
一
九
四
九
年
十
一
月
）
 
二
八
六
頁
。
 
 
 

斉
風
南
山
篇
、
親
風
葛
履
篇
、
小
雅
谷
風
之
什
大
東
篇
に
も
「
葛
」
の
字
が
あ
 
 

る
が
、
「
葛
履
」
と
葛
で
作
っ
た
靴
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
除
外
す
る
。
 
 
 

白
川
前
掲
書
二
四
三
頁
。
 
 

爪
甲
 
一
任
 
 

Q
 
 
仕
 
 

、
切
ノ
 
 

u
 
 
 

、
q
 
 
C
 
 

糾
 
 

功
中
 
 

ロ
 
 

境
前
掲
書
二
〇
七
頁
。
 
 
 

白
川
前
掲
幸
三
六
三
頁
。
 
 
 

境
前
掲
書
二
九
八
頁
。
 
 
 

『
二
松
学
舎
大
学
東
洋
研
究
所
集
刊
』
（
第
九
集
、
昭
和
五
十
）
四
二
頁
。
 
 
 

『
中
国
文
学
研
究
』
三
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
、
七
～
八
頁
参
照
。
 
 
 

家
井
真
の
教
唆
を
参
照
し
た
。
 
 
 

『
詩
経
の
他
の
詩
の
『
毛
侍
』
は
「
葛
」
を
呪
物
と
す
る
興
詞
を
次
の
よ
う
に
 
 

言
う
。
周
南
葛
軍
篇
「
葛
所
以
為
締
絡
、
女
功
之
事
、
」
、
同
榎
木
篇
「
南
土
之
葛
 
 

岳
茂
盛
、
」
、
王
風
葛
孟
篇
に
は
無
し
、
同
乗
葛
篇
「
葛
所
以
為
稀
絡
、
」
唐
風
葛
生
 
 

篇
「
葛
生
延
而
蒙
楚
、
蘇
生
蔓
於
野
、
喩
婦
人
外
成
於
他
家
、
」
。
 
 
 

『
韓
詩
外
俸
』
は
、
許
維
逸
『
韓
番
外
侍
集
繹
』
 
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
六
 
 

月
）
 
に
よ
る
。
 
 
 

『
説
苑
』
は
、
向
宗
魯
『
説
苑
校
繹
』
 
（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
七
月
）
に
よ
 
 

る
。
 
 
 

前
掲
拙
論
参
照
。
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